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１ 重要事項 

 

A.研究 

（国内研究発表） 

「倫理学に非理想理論は必要か？」 

京都生命倫理研究会、2021 年 3 月 20 日、Zoom による遠隔発表 

 

 

 

 

 

２ その他の事項 

 

B. 書評 

チャールズ・テイラー（千葉眞 監訳）『世俗の時代』（名古屋大学出版局、2020 年）、『週

刊読書人』2020 年 9 月 18 日号 

 

 

 

３ 次年度以降の計画・抱負 

「倫理学における非理想理論の構築－メタ・規範・応用倫理学の統一理論を目指して－」

という課題が科学研究費（基盤研究（C））に採択されており、引き続き来年度も「非理

想的な倫理理論とは何か」というテーマを軸に、研究・教育活動に邁進したい。 

 

 

 

 


